青明舎　フェイスシート

　平成22年　4月5日

	入　所　者
	氏　名　　松永　勘五郎　　様　　　　　男・女　　　　昭和　22年　7月　8日生（62歳）

	
	住　所　〒八戸市田面木赤坂　　　　　　グループホームあおば　　電話

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　

	
	発症時期
	24歳
	罹 患 期 間
	約年26

	
	入院回数
	１回
	延べ入院年数
	約20年

	医療機関
	　青南病院　（主治医　安ヶ平Ｄｒ　）
	外来受診日
	土曜日（週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金　2級（約6.6万円）　保護者管理

	
	その他
	うみねこ幸房（2～3千円）

	障害程度区分
	　２

	日中活動の場
	　うみねこ幸房　ナイトケア

	住まいの場
	　グループホームあおぞら

	登録年月日
	Ｈ　12年　4月　1日
	身長
	156cm
	体重
	52kg

	最終学歴
	小中野中学校
	免許・資格
	

	職　歴
	鉄工所工員、菓子卸店配達員
	

	保　護　者
	氏　　名　大久保　ツヤ様　　　　　　　続柄　姉　　　（同居　・否）

	利用目的

・地域での生活を維持する。

	入院・治療歴

昭和４６年９月～平成５年１月　　　　青南病院



	生活歴

同胞８名の末子として生まれる(内５名は死亡)。小中野小・中学校を卒業後、市内の三和製作所に就職し、機械工としてボルト作りに従事するが、２年程で退職。その後、沢田商店に勤め始めるが、その頃から友人もなく、外出もせずに家に居ることが多くなる。２年で退職し、その後は２～３回短期間で仕事を変えていた。姉の家に居候していたが、無為・自閉的な面が強いため青南病院を受診、幻聴等の発言もあり入院となる。Ｓ４６年９月からＨ５年１月まで入院加療をし、その後は社会復帰を目的として「いちい荘」、「青山荘」を経て、現在はグループホーム「あおば」で共同生活を送っている。就労については、Ｈ１０年より三旺調機にて社会適応訓練を利用し、アルバイトとして雇用されていた。現在は、うみねこ幸房とナイトケアに通所している。

	家族構成

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

八戸市新井田に姉が住んでおり、本人の年金を管理し面倒をみてくれている。青明舎の家族会や幸房でも「うみねこの会」副会長をしており行事や研修に参加している。本人とは幸房の方に１、２ヶ月に１回程度来所し、面談を行っている。その際に本人へ生活費（6万円）を渡している。


	氏　名
	松永　勘五郎　様
	男・女
	生年月日
	昭和　22年　7月　8日生（62歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 生活リズムと病状の安定を図る。

· 他者との交流場面を作りながら作業する。


	これまでの経過

	＜幸房利用経過＞

怠勤は無い。

作業は、調理作業全般に従事。主にレストランで調理全般を行うが、指示があれば、単独で作業を進めることが出来る。不明な点があれば、スタッフに確認してから進めるなど慎重さもある。洗い物や片付けを専門にこなしてきた経験があり、手際よく正確に行う。

　対人面において、自発的な関わりは殆ど見られない。作業グループ内でも受動的な態度で関わるが、その対応は穏やかである。昼食は休憩場所では摂らず、洗面所の鏡の前で、立位のまま菓子パンを食べている。休憩中も洗面所や作業室を往復したりと、他者が集まる休憩室に入る事を拒む。

＜グループホーム利用状況＞

　部屋に温風石油ストーブが設置されているが、あまり使うことはなく、寒くないから使わなくても良いという。

温度が下がって、寒いときは電気の魚焼き器をひろげて、暖を採っている。周りに物は置かず危ない状態ではない。危ないのでハロゲンヒーターストーブとか温風でない、赤く点灯する暖かいものを準備しようと姉に相談して、いたが本人様は「そんなのいらない、お金がない」となんどか話をするが受け入れてくれない。

　幸房の忘年会など行事に参加することをいやがり、無断で欠席することがあった。自室はあかり家財道具などはなく、すっきり片づけられている。洗濯も自分でやりハンガーへきちんと掛けている。ごみだし、玄関掃除など、率先してやっている。人とのかかわりは持つことはないが、生活には支障はないようである。

食事は朝パンにコーヒー、昼は幸房ランチ、夜はナイトケアで摂り、土日は弁当などを買って食べている。

＜その他利用状況＞

ナイトケア利用（週5日）　出席率　80パーセント以上

処方内容

１　レボトミン（５）４T　リスパダール（１）２T　タスモリン（１）2T2×nde

2 コロヒポナリン4T　2×nde



	課題・・問題点

	介入方法



	精神的に安定して病気を再燃しないように

注意して、健康で元気な生活を維持する。

生活に問題が生じたら速やかに相談する。

他者との交流場面を作りながら作業する
	精神的に安定した生活をするために、内服薬の服用は毎日するように、服薬ノートで確認する。

外来への通院は定期的に行い連携を強固なものにする。

年齢的にスタッフの判断でいろいろ支持的にやってしまうと、頑として聞き入れないというところがあるので、常に意見や要望などを聞いたり、話し合いを持ち普段からラポートをとっておき、問題が生じたときはスムーズに相談できるような環境をつくっていく。

　交流を持つこともなく、またトラブルを起すこともなく現状で問題なく作業をこなしているため、このままみ守りしていく。

	











本人（62）











姉（新井田在住・70代）











